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はじめに 

ICM の「助産師教育の世界基準（2010）」は、質の高い、根拠に基づく医療サービスを女性、新生

児、家族に提供するために、資格のある助産師 1 を育成することによって、世界中の助産師を強化す

る ICM の重要な柱のひとつである。ICM の柱には、基本的助産業務に必須な能力の改定、助産師教

育、助産規制、力のある助産師団体が含まれる。教育基準は、助産師教育課程の主な内容である「基

本的助産業務に必須な能力（2010）」の最新版との関連で開発された。また、教育基準は助産業務基

準や規制と統合性のある形にもなっている（ほかの文書にリンクする WEB 参照）。教育基準は、指針

と、この章の最後にある関連文書の主な ICM 文書に基づいている。 

 

助産師教育基準＊は、2009-2010 年の改定版デルファイ調査過程を用いて、世界的に開発され、学

位よりも専門家の能力（コンピテンシー）に基づく教育が強調され、質の高い助産師に期待される最

低限の基準になっている。「（ガイドラインで示唆されている）各基準を実施するには、何が必要か？」

と「どのように基準を満たしていると決定するのか（必要な根拠）」のような問いを提起するために、

「手引」も開発された。基準で用いられているキーワードの用語集は、理解を深めるのに役立つ。 

 

＊本省で用いられている基準の定義は、「質の高い助産師教育に求められている到達（実績）レベルを

示す規範/一定の参照ポイント」である。 

 

 

1. この基準の文書では、「助産師」を修飾する言葉して、「資格のある」という用語の使用は、ICM の基本的能力のす

べての能力について教育を受け、訓練された助産師のことである。この文書を通して、「助産師」という用語は助産師

教育課程への入学経路にかかわらず、十分な資格がある者に適応される。 
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基準の序文 

助産師教育基準の目的 

 国や地域で受けられる助産師教育の世界基準を設けることは、現在、そのような基準がない国では、

世界的な規範に基づいた助産師育成のための教育基準の設定に役立つだろう。また基準は実践（能力）

への期待値と女性や家族の健康を促進する必要がある国や地域の助産業務の範囲も定めている。この

最低限の教育基準は、高い期待値を含めたり、特定の国のカリキュラム内容や文化的適性のニーズを

反映させたりすることで拡げることができる。 

 

特に助産師教育基準の目的は： 

・助産師を育成する助産課程には理念、目標、成果があることを保証し、国民、すなわち専門職、利

用者、雇用者、学生に、そして互いに説明責任のある助産課程を設ける。 

・助産師教育課程の質を考え、実施し、評価する枠組みを提供する。 

・ICM の「基本助産業務に必須な能力」すべてと各国のニーズに基づいた追加能力を備えている助産

師育成の教育課程を促進する。 

・女性と家族のための安全な助産業務と質の高い助産ケアを促進する。 

・助産専門職と自律した実践者としての助産師の自律性を再強化する。 

・助産課程の継続的な改善を促し、それによって継続的な業務改善を促す。 

 

ICM教育基準：価値観に基づくイニシアティブ 

 基準の開発の基盤となる価値観と原則は以下の通りである。 

基盤となる価値観には以下が含まれる。 

・助産師と選出された専門家の委員会によって、世界的な助産師教育基準を設定することで、助産師

教育過程の信頼性が向上する。 

・助産課程とその成果の継続的な質改善を刺激し、支援する。 

・一貫性、公正、誠実な教育課程を通して、統合性を維持する。 

・生涯学習を目指す学生、卒業生、教員を支援する教育環境を整備する。 

・助産専門職、助産師、助産課程の自律性を促す。 

 

 基盤となる指針には、以下に関する同意が含まれる。 

・最低限のエントリーレベルは中等教育修了者。 

・ダイレクトエントリーの助産師教育課程の最低期間は 3 年間。 

・看護の基礎教育修了者/医療従事者に関する教育課程の最短期間は 18 か月間。 

・資質があり、能力がある助産師および助産師教員の育成に関する、現在の主要な ICM の文書およ

び所信表明と基準は一貫性がある。 

・助産課程の中に、当該国の質と「目的に合った」課程を維持するために、人材、方法、サービスに

ついて自己評価が組み込まれている。 
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基準の初期の用途 

 ICM は、主に 3 つのグループのために「助産師教育の世界基準」を開発した。すなわち、1)基本的

な助産師教育はまだないが、国の有資格医療職のニーズに合う助産師教育課程の確立を希望している

国、2) 基本的な助産師教育はあるが、内容や質にばらつきがあり、助産師教育課程の質改善や標準化

を求めている国、3)助産師教育の基準があり、課程の質と最低基準の比較を希望している国である。

ICM では、現在の基準が最低基準を超えている国は、今後も高いレベルの助産師を地域で育成してい

くよう求めている。 

このような助産師教育の世界基準は、助産師や助産師団体とともに、政府、政策立案者、厚生省や文

部省、医療システムでも用いられると考えられる。共通の目的は、有能な助産師の育成であり、集団、

特に女性と家族の健康ニーズに応えることである。 

 ICM の「基本的助産業務に必須な能力（2010）」を満たした教育および訓練を受けた助産師の育成

を開始する国やレベルアップを望んでいる国では、最低基準を最初から到達することはできないかも

しれない。特に十分な資格のある教員や学習資源がない領域ではむずかしいかもしれない。そのよう

な国は政府機関、教育機関、資金提供者、助産コンサルタントと連携をとり、教育基準の到達や超越

を目指した計画を立てることになるだろう。助産師はそれぞれの国の政策立案者と世界基準の実施の

ための枠組みを決めることになるだろう。 

 

連絡先と支援 

 ICM の教育委員会（ESC)は、基準とガイドラインの主な資源グループであり、ICM の本部または

ホームページ（www.internationalmidwives.org）の常任委員会セクションから連絡をとることがで

きる。 

 

まとめ 

 「助産師教育の世界基準（2010）」と「手引」は生きた文書である。助産師教育に関する根拠およ

び女性と家族の医療ニーズが変化するため、継続的な評価と改定が行われるだろう。基準のための用

語集は世界的な合意を得ているものであり、必須な能力と規制の特設委員会との協働である。最大限

の理解を得るためには、3 つを一緒に用いることが重要で、「用語集」から始め、それから「助産師教

育の世界基準」に続き、「手引」を見直す。 

 

ICM 助産師教育の世界基準（2010） 

I.  組織と運営 

I.1. 当該施設/政府機関/地方自治体は、助産師教育課程の理念、目標を支援する。 

I.2. 当該施設は、有能な助産師育成のために、助産師教育課程の財務、公的/政策的支援を十分に受

けられるようにする。 

I.3. 助産学校/課程は、課程のニーズに合った予算を受け、管理する。 

I.4. 助産師教員は自立して、助産師教育課程の方針やカリキュラムを開発し、先導する責任を負う。 

I.5. 助産師教育課程の責任者は、資質、管理/運営経験のある助産師教員である。 

I.6. 助産課程には、母子保健の需要に合うよう、国や国際的な方針および基準を考慮に入れる。 
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II. 助産師教員 

II.1. 助産師教員は、必要に応じてほかの専門職と仕事をする、主に助産師（教員、臨床指導者/臨床

教員）である。 

II.2. 助産師教員は： 

   II.2.a. 正式な助産学の教育を受けている。 

   II.2.b. 一般的にはすべての助産業務範囲を網羅した 2 年間の臨床経験で達成される助産業務の

能力を示すことができる。 

   II.2.c. 現在、資格/登録、そのほかの助産業務が法的に認められている。 

   II.2.d. 教職として正式な教育を受けている、またはそのような教育を受ける計画がある。 

   II.2.e. 助産実践業務と教育の能力を維持している。 

II.3. 助産師の臨床指導員/臨床教員は： 

II.3.a. ICM の助産師の定義を満たす資質がある。 

II.3.b. 一般的にはすべての助産業務範囲を網羅した 2 年間の臨床経験で達成される助産業務の

能力を示すことができる。 

II.3.c. 助産実践と教育の能力を維持している。 

    II.3.d. 現在、資格/登録、そのほかの助産業務が法的に認められている。 

    II.3.e. 臨床教育について正式な教育を受けている、またはそのような教育を受けている。 

II.4. 助産課程を教えるほかの職種の専門家は教える内容について能力がある。 

II.5. 助産師教員は、学生の実習担当者に、教育、支援、スーパービジョンを提供する。 

II.6. 助産師教員と助産臨床指導者/臨床教員は一緒に、学生の実習について支援（促進）、直接観察、

評価をする。 

II.7. 教室や実習の学生対教員および助産臨床指導者/臨床教員の比は、助産課程および規制機関の要

項によって決められる。 

II.8. 助産師教員の有効性を、確立された過程で定期的に評価する。 

 

III. 学生 

III.1. 助産課程には、申請者の入学の方針が明確に記載されている。その方針には以下のことが含ま

れる。 

   III.3.a. 高等教育修了などの最低限必要な項目を含む入学要項 

   III.3.b. 透明性のある募集過程 

   III.3.c. 選考過程と合格基準 

   III.3.d. これまでの学歴を考慮するメカニズム 

III.2. 受験有資格の助産の受験生は偏見や差別なしに入学できる（例：性、年齢、国籍、宗教）。 

III.3. 受験有資格の助産の受験生は、国の医療政策および母子保健の需要に沿った形で入学する。 

III.4. 助産課程には、下記を含む学生の方針が明確に記載されている。 

   III.4.a. 教室と実習で学生に期待すること 

   III.4.b. 学生の権利と責任と学生の訴えや苦情に関する決まった過程についての文書 
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   III.4.c. 助産カリキュラム、助産師教員、助産課程に関するフィードバックと継続的な評価を提

供する学生のためのメカニズム 

   III.4.d. 助産課程修了要項 

III.5. 助産課程のガバナンスや委員会への学生の積極的な参加のためのメカニズム。 

III.6. 学生は、ICM の基本的な助産業務のための必須能力を最低限、達成するために、さまざまな

場で十分な助産業務経験を積む。 

III.7. 学生は、主に助産師教員や助産臨床指導者/臨床教員のスーパービジョンのもとに助産ケアを

提供する。 

 

IV. カリキュラム 

IV.1. 助産師教育課程の理念は ICM の理念とケアモデルと一致している。 

IV.2. 助産師教育課程の目的は、以下のような有能な助産師を育成することである。 

   IV.2.a. 最低限、現在の ICM の「基本的助産業務に必須な能力」を到達/示している。 

   IV.2.b. 助産師の免許や登録につながる、ICM の助産師の定義と規制機関の基準を満たしている。 

   IV.2.c. 上級教育の申請資格がある。 

   IV.2.d. ICM の助産師の国際倫理綱領、専門職の基準、法的に認められている権限の業務範囲に

遵守する知識があり、自律している実践者である。 

IV.3. 助産カリキュラムの順序と内容により、学生は ICM の主要な文書に遵守した助産業務のため

の必須能力を身につけることができる。 

IV.4. 助産カリキュラムには、最低 40%の理論と最低 50%の実習の理論と実習の要素が含まれる。 

IV.5. 助産課程では、成人学習と能力（コンピテンス）基盤型教育を促進するような根拠に基づいた

教授法と学習の方法を用いる。 

IV.6. 助産課程は、助産内容を補完する多職種の内容と学習経験のための機会を提供する。 

 

V. 資源、設備、サービス 

V.1. 助産課程は、学生と教師の安全性、教育と学習のよりよい環境に関する方針を実施する。 

V.2. 助産課程には、課程のニーズに合った十分な教育と学習資源がある。 

V.3. 助産課程には、講義と理論的および実践の学習を支援するための適切な人材がいる。 

V.4. 助産課程は、各学生の学習ニーズに合うよう、さまざまな場で十分な助産業務経験ができるよ

うになっている。 

V.5. 適切な助産業務の学習場所の選択基準は明確に記載され、実施される。 

 

VI. アセスメントの方略 

VI.1. 助産師教員は、以下の項目に関係する学生の学習の実践と進歩を測るために、妥当な信頼性の

ある形成評価および総括評価/アセスメントの方法を用いる。 

VI.1.a. 知識； 

VI.1.b. 行動； 

VI.1.c. 実践技術； 
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VI.1.d. クリティカルシンキングと意思決定； 

VI.1.e. 人間関係/コミュニケーション技術 

 

VI.2. 学習困難の特定を含む、助産学生の実践と進歩のアセスメント/評価手段と基準は記載され、学

生と共有される。 

VI.3. 助産師教員は、学生、課程修了生、助産業務者、助産師のクライアント、ほかの関係者からの

インプットなど質改善の一部として、定期的なカリキュラムのレビューを行う。 

VI.4. 助産師教員は、期待される学習の成果に関係する、実習の場と学生の学習/経験の適性について

継続的な評価を行う。 

VI.5. 課程の有効性の定期的な外部評価法化を実施する。 
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